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9
月
1
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第
3
回
町
議
会
定
例
会
」
で
平
成

16

　
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会

27

27

計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は
2
3
8
億
6
6
4
2
万
円
、
歳
出
総
額
は
2
3

5
億
２
６
９
５
万
円
と
な
り
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入総額歳入総額
149 億 9,043 万円149 億 9,043 万円

町税
88 億 2,772 万円
(58.9％）

自主財源自主財源
100 億 1,488 万円
(66.8％)
100 億 1,488 万円
(66.8％)諸収入

6億 9,514 万円
(4.6％)

繰越金
1億 4,925 万円
(1.0％)

その他（自主財源）
3億4,277万円 (2.3％)

その他（依存財源）
2億 751 万円 (1.4％)

地方譲与税
1億 2,840 万円 (0.9％) 7 億 9,830 万円 (5.3％)

県支出金

地方消費税交付金
8億 6,716 万円 (5.8％)

国庫支出金

14 億 2,878 万円
(9.5％)

町債
15 億 4,540 万円
(10.3％)

依存財源依存財源
49 億 7,555 万円
(33.2％)
49 億 7,555 万円
(33.2％)

金額その他(自主財源)の内訳

２億１,６５２万円使用料及び手数料

８,８７４万円分担金及び負担金

２,７３８万円財産収入

８７１万円寄附金

１４２万円繰入金

３億４,２７７万円合　計

金額その他(依存財源)の内訳

８,４０２万円地方交付税

２,７６２万円自動車取得税交付金

２,６０４万円株式等譲渡所得割交付金

２,５９０万円配当割交付金

２,３１９万円地方特例交付金

１,０５０万円交通安全対策特別交付金

８３０万円利子割交付金

１９４万円ゴルフ場利用税交付金

２億７５１万円合　計

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
１
４

２７

９
億
９
０
４
３
万
円
、
歳
出
は
１
４
５
億

８
８
７
２
万
円
で
し
た
。
差
し
引
き
は
４

億
１
７
１
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り

越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源
１
２
３
４

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
３

億
８
９
３
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
歳
入
と
歳
出
を
平
成
　
年
度
末

２７

の
人
口
４
万
１
１
７
８
人
で
割
る
と
町
民

１
人
あ
た
り
の
収
入
が
　
万
４
０
４
０

３６

円
、
支
出
が
　
万
４
２
８
４
円
と
な
っ
て

３５

い
ま
す
。

【
一
般
会
計
歳
入
に
つ
い
て
】

　
町
の
一
般
会
計
で
は
町
税
、
諸
収
入
、

繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の

　
・
８
％
を
占
め
て
お
り
、
高
い
割
合
と

６６な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
決
算
と
比
べ
て
町
税
に
お

２６

い
て
は
固
定
資
産
税
は
増
加
し
た
も
の
の

町
民
税
が
減
少
し
た
た
め
、
町
税
全
体
で

３
億
９
７
７
５
万
円
の
減
額
、
繰
越
金
に

つ
い
て
も
、
前
年
度
剰
余
金
繰
越
金
の
減
少

に
よ
り
３
億
４
８
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
で
消
費
税
率
改
定
な
ど
に
よ
り
地

方
消
費
税
交
付
金
が
３
億
１
５
０
０
万
円

の
増
額
、
北
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
や
防

災
行
政
無
線
設
置
工
事
な
ど
に
伴
い
町
債

が
９
億
１
６
７
０
万
円
の
増
額
、
国
庫
支

出
金
が
１
億
８
４
７
６
万
円
の
増
額
と
な

り
、
歳
入
全
体
で
は
４
億
２
５
８
２
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て
】

　
平
成
　
年
度
決
算
と
比
べ
て
民
生
費
で

２６

は
、
施
設
型
給
付
費
支
給
事
業
、
北
児
童

館
第
２
学
童
棟
設
置
事
業
、
障
害
者
（
児
）

訓
練
等
給
付
事
業
な
ど
に
よ
り
、
１
億
６

３
４
万
円
の
増
額
、
教
育
費
は
北
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
、
南
小
、
北
小
、
西
小
の

耐
震
補
強
工
事
、
公
民
館
耐
震
補
強
工
事

な
ど
に
よ
り
　
億
３
０
９
７
万
円
の
増

１３

額
、
総
務
費
で
は
、
公
有
財
産
購
入
費
が

増
加
し
た
も
の
の
財
政
調
整
基
金
等
積
立

金
な
ど
に
よ
り
　
億
１
０
５
２
万
円
の
減

１７

額
。
消
防
費
で
は
、
大
泉
消
防
署
城
之
内

出
張
所
改
築
事
業
、
防
災
行
政
無
線
設
置

工
事
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

事
業
負
担
金
な
ど
に
よ
り
５
億
７
４
１
万

円
の
増
額
。
衛
生
費
で
は
、
し
尿
処
理
施

設
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
１
億
２
５
６
８

万
円
の
減
額
。
土
木
費
で
は
、
い
ず
み
総

合
公
園
整
備
工
事
、
橋
り
ょ
う
維
持
事
業

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
総
括

～健全財政に努めています～

平成２７年度

決　算
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歳出総額歳出総額
145 億 8,872 万円145 億 8,872 万円

民生費
38 億 8,908 万円
(26.7％)
38 億 8,908 万円
(26.7％)

教育費
30 億 80 万円
(20.6％)総務費

19 億 2,948 万円
(13.2％）

消防費
13 億 1,177 万円
(9.0％)

衛生費
12 億 9,027 万円
(8.8％)

土木費
10 億 6,303 万円
(7.3％)

公債費
7億 8,111 万円
(5.3％)

商工費
5億 8,316 万円 (4.0％)

諸支出金
5億 3,700 万円 (3.7％)

議会費
1億 4,321 万円
(1.0％)

農林水産業費
5,981 万円 (0.4％)

99 億 6,275 万円
(68.3％)
99 億 6,275 万円
(68.3％)

46 億 2,597 万円46 億 2,597 万円
(31.7％)(31.7％)
46 億 2,597 万円
(31.7％)

特定財源

一般財源

平成２７年度　決算

～健全財政に努めています～

大泉町の財政運営は健全です
　「健全化判断比率」・「資金不足比率」は、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律に基づき公表するものです。町の平成２７年度決算に基づく

各指標は下記のとおりで、いずれの指標も基準内で低い値となっている

ことから、健全財政を維持しています。

概要財政再生基準早期健全化基準大泉町指標

一般会計などを対象とした実質赤字
額の標準財政規模に対する比率

２０.００％１３.３５％－
実質
赤字比率

健
全
化
判
断
比
率

全会計を対象とした実質赤字額の標
準財政規模に対する比率

３０.００％１８.３５％－
連結実質
赤字比率

一般会計などが負担する公債費およ
び公債費に準じた経費の標準財政
規模に対する比率（３か年平均値）

３５.００％２５.００％１.３
実質公債
費比率

公営企業や公社なども含め、一般会
計などが将来負担すべき実質的な負
債の標準財政規模に対する比率

なし３５.００％－
将来負担
比率

■健全化判断比率

■資金不足比率

概要経営健全化基準大泉町特別会計名

公営企業会計の資金不足額について、

当該会計の事業規模に対する比率

２０.０％－下水道事業特別会計

２０.０％－水道事業会計

※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財

源の規模を示す指標です。また、早期健全化基準、財政再生基準および経営健全化

基準に達した場合の措置としては、外部監査の実施や財政健全化計画または財政再

生計画の策定を行い、財政の健全化に取り組むこととなります。なお、実質赤字額、

連結実質赤字額および資金不足額はなく、また将来負担額を充当可能財源などが上

回るため、「－」（該当なし）と表示しています。

目的別の主な事業

な
ど
で
増
額
し
た
も
の
の
、
町
民
体
育
館

耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
２
億
１
８
６
２
万
円
の
減
額
。
商
工

費
で
は
設
備
導
入
奨
励
交
付
金
は
増
額
し

た
も
の
の
、
金
融
対
策
事
業
な
ど
に
よ
り

１
億
２
８
６
７
万
円
の
減
額
。
諸
支
出
金

で
は
西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
大
泉
町
事
業

所
廃
止
に
伴
う
西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
助

成
事
業
に
よ
り
４
億
８
２
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
全
体
で
は
１
億

７
３
３
６
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

・児童手当支給事業

・障害者自立支援事業

・施設型給付費支給事業など

民生費

・学校管理運営事業

・北中学校校舎改築事業

・文化振興事業など

教育費

・基金積立金

・情報システム事業

・町有財産管理事業など

総務費

・常備消防事業

・非常備消防事業

・災害対策事業など

消防費

・大泉町外二町環境衛生施設組合負担金

・し尿処理施設維持管理費

・予防接種事業など

衛生費

・公園管理費

・公共下水道推進事業

・道路新設改良事業など

土木費

・町債の償還費公債費

・金融対策事業

・いずみの杜運営事業

・商工振興事業など

商工費
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基金（町の貯金）

町債年度末残高および

一人当たりの地方債残高

財政調整基金とは、経済の不況などによる大幅な税収

減や災害の発生などによる思わぬ支出の増加に備え

て財源に余裕のあるときに剰余金などを積み立てて

おくものです。減債基

金とは、公債の償還

を計画的に行うため

資金を積み立てる基

金のことです。その

他特定目的基金と

は、特定の目的のた

めに資金を積み立て

る基金のことです。

町債とは、町の借金を指す用語です。町の予算では、

その年度に使うお金は、その年度に得る収入で賄う

ことを基本としていますが、多額の費用がかかる事

業を行う場合は資金の借り入れを行うことができま

す。平成２７年度

末一般会計町債

残高は８９億８４

万円で、平成２８

年３月３１日現在

人口で計算する

と、一人当たり

の町債残高は

２１万６，１５５円で

す。

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するための指標で人件費・

扶助費・公債費などの経常的経費に、地方税・普通交

付税などを中心とす

る経常的一般財源が

どの程度充当されて

いるかを表す比率で

す。比率が低いほど、

財政運営に弾力性が

あり、政策的に使え

るお金が多くあるこ

とを示しています。

財政力指数の状況

町が標準的な行政サービスや基本的な社会資本を提

供するための経費に対して、自主財源（町が自主的に

調達できる町税や使用料、手数料など）がどのくらいあ

るかを示す指標です。この値が「１.０００」以上であれば

１００％、「０.５００」

であれば５０％の

経費を自主財源

で賄うことがで

きることを意味

し、「ま ち の 体

力」の基準とな

る数値です。

その他特定目的基金減債基金財政調整基金平成２７年度

基金残高 ９億５，１５１万円１億３，０７８万円３７億５，７１５万円

支出収入

５６．３万円食費（人件費）２３５．６万円給料（町税）

５２．１万円医療費・教育費（扶助費）２７．７万円
パート収入（諸収入、分担
金および負担金など）

２０．８万円ローンの返済（公債費）０．０万円預貯金取崩し（繰入金）

７８．０万円
家の増改築費・修繕費（投資
的経費・維持補修費）

４．０万円前年の収入残（繰越金）

６２．９万円光熱水費・日用品費（物件費）９１．５万円
親からの仕送り（国・県支
出金・地方交付税など）

６８．２万円
保険料、税金、自治会費など
（補助費）

４１．２万円銀行からの借入れ（町債）

４３．２万円
子どもへの仕送り（繰出金・
貸付金・投資および出資金）

７．８万円預貯金（積立金）

３８９．３万円合計４００．０万円合計

１０．７万円余り（収入－支出）

２３７．５万円ローン残高１２９．１万円預貯金残高

大大大大大大大大大大
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
町町町町町町町町町町
のののののののののの
家家家家家家家家家家
計計計計計計計計計計

大
泉
町
の
家
計
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

～
町
が
年
収
４
０
０
万
円
の
家
庭
だ
っ
た
ら
～

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
決
算
内
容
を
、家
庭
の
年
間
の
家
計
簿

２７

に
置
き
換
え
ま
し
た
。（
規
模
を
約
３
７
０
０
分
の
１
と
し
て
計
算
）
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　国・県支出金　
１億２，８２３万２，０００円

使用料、手数料および諸収入
１億６，０７８万９，０００円

  受益者負担金   
１，２７４万５，０００円

□平成２７年度決算審査

　審査に付された一般会計およ

び特別会計ならびに水道事業会

計の決算は、計数に誤りがなく、

諸帳簿・証書類も整備されている

ものと認めます。また、各基金に

ついても確実かつ安全に運用さ

れているものと認めます。

　今後も事務事業を見直し、予算の精度の向上を図

り、歳入財源の安定確保や経費節減を行い「最少の経

費で最大の効果を挙げるよう」スピード感、責任感、緊

張感をもって行政運営に努められることを望みます。

□平成２７年度健全化判断比率および資金不足比率審査

　審査に付された健全化判断比率および資金不足比

率ならびにその算定の基礎となる事項を記載した書類

は、いずれも適正に作成されているものと認めます。

  公園墓地事業

そ　の　他
４５９万６,０００円

  基 金 積 立 金　   
８８１万６，０００円

　そ　の　他　
１６６万２，０００円

使用料および手数料
１，５１４万３，０００円

年間使用水量使　用　栓　数給　水　人　口

４９７万弱１８，３７３栓４０，７６６人

水道事業概況（平成２７年度末現在）

  水道事業

■収益的収支

■資本的収支

　 特 別 損 失　
１５３万７，０００円

　営業外費用　
２，３３０万１，０００円

　 営 業 費 用　
６億３，２８３万８，０００円

　 営 業 外 収 益 　 
５，７３０万４，０００円

  営 業 収 益   
６億９，０２０万８，０００円

　 出 資 金　
５００万円

　 企 業 債　
１億１，０００万円

国庫補助金
１，１７５万５，０００円

　 企 業 債 償 還 金 　 
８，０２４万９，０００円

   建 設 改 良 費    
３億１，２３６万１，０００円

※収入が支出に不足する額は、損益勘定留保資金および積立金な

どで補てんしました。

  国民健康保険事業

　 そ の 他　
２５億１８２万９，０００円

国 庫 支 出 金
１０億６，８６１万１，０００円

国民健康保険税
１０億４，９７３万５，０００円

　 そ の 他　
１５億２，２９１万７，０００円

後期高齢者支援金
６億５，７５０万５,０００円

保 険 給 付 費
２４億２，１８２万３,０００円

国保加入割合国  民  健  康  保  険町　　全　　体

３６.７％国保世帯数　　　  ６,８１０世帯総世帯数   １８,５７１世帯

２８.４％被保険者数 　　　 １１,７１２人総人口    ４１,１７８人

―世帯構成  　　       　１.７２人世帯構成     ２.２２人

国民健康保険加入状況

  後期高齢者医療事業

　 そ の 他　
１，９８６万５，０００円

  納 付 金   
２億７，１５８万３，０００円

　そ　の　他　
７，４９７万４，０００円

　　 保 険 料　 　
２億１，８３２万５，０００円

３，３５８人被　保　険　者　数

４６億２，０１７万５，０００円歳 入

２億９，３２９万９，０００円歳 入

２億９，１４４万８，０００円歳 出

１，６８０万５，０００円歳 入

６億５，７６７万６，０００円支 出

１億２，６７５万５，０００円収 入

３億９，２６１万円支 出

１，３４１万２，０００円歳 出

利　　率未　償　還　額区　　　分

０.２０～６.６０％１８億８，２６７万９，０００円財 務 省

０.９０～３.３０％９億８５３万２，０００円旧 郵 政 公 社

０.９０～４.８５％９億８，７５０万４，０００円地方公共団体金融機構

―３７億７，８７１万５，０００円計

下水道債の借入先別現在高構成

  下水道事業

  介護保険事業

そ　の　他
１億７９０万７，０００円

総　務　費
６，８４４万３，０００円

地域支援事業費
４，４４３万７，０００円

　保険給付費　
１９億４，９２６万５，０００円

そ の 他
３億６，８２４万円５，０００円

介護保険料
６億２９８万８，０００円

支払基金交付金
５億４，３１２万５，０００円

国・県支出金
７億１６９万７，０００円

被保険者数（平成２７年度末現在）

計第２号被保険者第１号被保険者
種別

区分

２２，７２１人１４，１９７人８，５２４人被保険者数

　 総 務 費　
１億３，８１３万５，０００円

　 公 債 費　
２億９，７３２万３，０００円

　 事 業 費　
３億７，５３３万８，０００円

 町 債  
１億５，７５０万円

 繰 越 金  
２，６３５万１，０００円

　一般会計繰入金　
３億６，９７７万９，０００円

２２億１，６０５万５，０００円歳 入

特別会計歳入・歳出内訳

４６億２２４万５，０００円歳 出

２１億７，００５万２，０００円歳 出

８億５，５３９万６，０００円歳 入

８億１，０７９万６，０００円歳 出

代表監査委員

 荻  野  恭  子 氏
おぎ の きょう こ

監　査　報　告

７億４，７５１万２，０００円収 入

平成２７年度　決算

～健全財政に努めています～
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感想：取材や編集など、初

めての作業を経験して戸惑

うことも多かったのですが

広報情報課の皆さんが優し

く教えてくださったので、

楽しくできました。２日間

ありがとうございました。

感想：職場体験学習が始ま

る前、広報を作るのは簡単

だと思いましたが、思った

より大変でした。けれど３

人で協力しながら無事作る

ことができました。２日間

ありがとうございました。

感想：取材をする時、カメ

ラを使ったり、インタ

ビューしたり、緊張するこ

とがたくさんありました。

編集作業も、思ったより大

変でしたが、貴重な体験が

できたのでよかったです。

　９月１２日・１３日、北中学校では職場体験学習が行われました。職場

体験学習は、働くことの意義を学び、将来の自分の目標や生き方につ

いて考えるきっかけとするものです。

　広報情報課でも、３人の北中学校の生徒が職場体験で実際に取材し

て、記事の作成などを行いました。ここでは、３人が作成した記事を

一部編集し、広報おおいずみ臨時号と題してご紹介します！

▲

撮
影（
齋
藤
茄
菜
さ
ん
）

▲

撮
影（
茂
木
　
充
さ
ん
）

▲

撮
影（
春
田
寛
斗
さ
ん
）

 春  田  寛  斗 さん
はる た ひろ と

 茂  木 　 充 さん
もて ぎ あたる

～～～～～～～～～～大大大大大大大大大大泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉北北北北北北北北北北中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校職職職職職職職職職職場場場場場場場場場場体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験記記記記記記記記記記～大泉北中学校職場体験記～～～～～～～～～～～

広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報担担担担担担担担担担当当当当当当当当当当ととととととととととししししししししししててててててててててのののののののののの２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日広報担当としての２日間間間間間間間間間間間

 齋  藤  茄  菜 さん
さい とう な な
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私
た
ち
は
、
９
月
　
日
・
　

１２

１３

日
の
２
日
間
、
大
泉
町
役
場
の

広
報
情
報
課
で
職
場
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
取
材

を
行
っ
た
り
編
集
作
業
を
通
し

て
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
北
小
学
校
で
職
場

体
験
を
し
て
い
る
生
徒
を
取
材

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
な
ぜ
こ
の

職
業
を
選
ん
だ
の
か
聞
い
て
み

る
と
「
将
来
先
生
に
な
り
た
い

か
ら
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
次
に
職
場
体
験
学
習
で

学
び
た
い
こ
と
や
楽
し
み
な
こ

と
を
尋
ね
て
み
る
と
「
先
生
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
か
や
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
だ
り
勉
強
を
す
る

こ
と
も
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
北
小
学
校
で
職
場
体
験
を
し

て
い
る
３
人
は
ま
だ
慣
れ
て
い

な
い
様
子
で
し
た
が
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
、
カ
メ

ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
担
当
し
て
い
る
先
生
と
教
頭

先
生
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
み
ま
し
た
。
職
場
体
験
を
し

て
い
る
生
徒
に
何
を
学
ん
で
ほ

し
い
か
尋
ね
る
と
「
子
ど
も
た

ち
へ
の
言
葉
の
か
け
方
や
ふ
れ

あ
い
方
を
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

次
に
職
場
体
験
を
し
て
い
る
３

人
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
今
回
は

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
い
う

視
点
で
物
事
を
考
え
、
行
動
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
自
分
な
り
に
進

ん
で
行
動
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
２
日
間
で

貴
重
な
体
験
を
行
い
、
取
材
や

広
報
の
編
集
で
仕
事
の
厳
し
さ

や
大
変
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
北
小
学
校
を
取
材
し
た
と

き
は
、
カ
メ
ラ
の
操
作
や
質
問

の
仕
方
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
、
よ
り
頑
張
ろ
う
と
思
い
、

写
真
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
編
集
作
業
で
は
、

言
葉
の
選
び
方
や
広
報
ル
ー
ル

を
頭
に
入
れ
て
文
章
を
書
く
こ

と
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
普
段
何

気
な
く
読
ん
で
い
る
広
報
は
多

く
の
人
が
大
変
な
思
い
を
し
て

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
よ
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
をををををををををををををををを
追追追追追追追追追追追追追追追追
いいいいいいいいいいいいいいいい
かかかかかかかかかかかかかかかか
けけけけけけけけけけけけけけけけ
てててててててててててててててて

夢
を
追
い
か
け
て
！！！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～
未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来
のののののののののののの
先先先先先先先先先先先先
生生生生生生生生生生生生
たたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちち
をををををををををををを
直直直直直直直直直直直直
撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃撃
イイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタ
ビビビビビビビビビビビビ
ュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーー

　
～
未
来
の
先
生
た
ち
を
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～～～～～～～～～～～～～

職
場
体
験
学
習

将
来
に
向
か
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

２
日
間
の
感
想

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時臨時号号号号号号号号号号号
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町
で
は
障
害
の
あ
る
人
や
そ

の
保
護
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
新
た
な
事
業
を
始
め
ま
す
。

【
大
泉
町
障
害
者
就
労
施
設
発

注
奨
励
金
】

　
町
の
障
害
者
就
労
施
設
の
受

注
の
機
会
を
確
保
し
、
就
労
施

設
へ
通
う
障
害
者
の
工
賃
な
ど

の
向
上
に
つ
な
げ
、
障
害
者
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

□
申
請
受
付
期
間
　
平
成
　
年
２９

１
月
４
日
昌
～
３
月
　
日
晶

３１

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

□
交
付
対
象
　
平
成
　

年
１

２８

月
～
　
月
に
、
町
内
の
障
害

１２

者
就
労
施
設
か
ら
物
品
な
ど

の
調
達
を
行
い
、
市
区
町
村

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

□
奨
励
金
額
　
発
注
年
間
総
額

（
消
費
税
を
除
く
）に
　
分
の

１０

１
を
乗
じ
た
額（
１
０
０
０

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨

て
）た
だ
し
、　
万
円
を
上
限

３０

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
福
祉
課
へ
直
接
申

請
す
る

□
必
要
書
類

・
大
泉
町
障
害
者
就
労
施
設
発

注
奨
励
金
交
付
申
請
書

・
障
害
者
就
労
施
設
と
の
業
務

契
約
書
の
写
し

・
受
注
証
明
書

・
納
税
証
明
書
ま
た
は
町
税
等

調
査
閲
覧
同
意
書

【
大
泉
町
障
害
児
通
所
支
援
利

用
者
負
担
助
成
金
】

　
障
害
を
持
つ
子
の
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
障
害

児
通
所
支
援
を
利
用
し
た
場
合

に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

利
用
者
負
担
額
の
一
部
を
助
成

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

□
対
象
　
本
町
に
お
い
て
通
所

給
付
決
定
を
受
け
、
町
税
に

滞
納
の
な
い
人

□
助
成
金
額
　
障
害
児
通
所
支

援
の
利
用
者
負
担
額
に
２
分

の
１
を
乗
じ
た
額（
年
２
回
、

半
年
分
を
ま
と
め
て
交
付
）

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
福
祉
課
へ
直
接
申

請
す
る
（
毎
年
９
月
と
３
月

に
通
所
給
付
決
定
を
受
け
た

人
に
申
請
書
等
の
必
要
書
類

を
送
付
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

　
新
た
な
障
害
者
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

福
祉
課
　
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

【
第
６
回
環
境
フ
ェ
ア
ー
】

　
町
で
は
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
次
世
代
に
残
そ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
６
回
環

境
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取

り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
被
災
地
支
援
を
目
的

と
し
た
物
産
販
売
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
自
転
車
が
当
た
る
抽
選
な

ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
展
示
内
容
は
都
合
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
６
日
掌

１１

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１

１０

時
□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２

４
６
５
）

□
主
な
出
展
内
容

・
茨
城
県
北
茨
城
市
の
物
産
販

売

・
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
・
表
彰
式

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
コ
ー
ナ
ー

・
富
士
重
工
業
㈱
コ
ー
ナ
ー

・
緑
の
募
金
活
動
コ
ー
ナ
ー

・
住
宅
耐
震
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
古
着
・
古
布
回
収
コ
ー
ナ
ー

・
小
型
家
電
回
収
コ
ー
ナ
ー

・
余
っ
て
い
る
食
品
の
回
収

　
環
境
フ
ェ
ア
ー
／
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２
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コ
ー
ナ
ー

【
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
】

　
町
内
７
か
所
の
ス
タ
ー
ト
地

点
か
ら
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
青
少
年
広

場
を
目
指
す
、
町
内
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

　
ご
み
拾
い
終
了
後
、
青
少
年

広
場
で
環
境
フ
ェ
ア
ー
の
開
会

式
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
６
日
掌

１１

□
時
間
　
午
前
９
時
～
（
約
１

時
間
）

□
集
合
（
出
発
）
場
所
　
次
の

い
ず
れ
か
の
場
所

・
西
児
童
館
駐
車
場

・
城
之
内
公
園
東
側
駐
車
場

・
御
正
作
公
園
東
側
駐
車
場

・
仙
石
森
ノ
前
公
園
東
側
駐
車

場
・
南
公
園
東
側
駐
車
場

・
間
之
原
集
会
所
（
間
之
原
地

蔵
尊
）

・
寄
木
戸
南
公
民
館
駐
車
場

□
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
流

れ
①
出
発
地
点
の
選
択
　
７
か
所

の
集
合
場
所
か
ら
、
出
発
す

る
場
所
を
選
び
ま
す

②
集
合
　
当
日
の
午
前
９
時
に

出
発
す
る
の
で
、
時
間
に
遅

れ
な
い
よ
う
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
（
ご
み
袋
・
軍
手
は

出
発
地
点
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
）

③
ご
み
拾
い
　
出
発
後
、
ご
み

拾
い
を
行
い
な
が
ら
午
前
　１０

時
ま
で
に
青
少
年
広
場
へ
集

合
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に

ご
み
を
置
い
て
く
だ
さ
い

※
雨
天
（
小
雨
含
む
）
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
。

　町では、人権意識の向上と差別

の解消に向け、町ぐるみ人権教育

推進大会を開催します。

□期日　１１月１０日昭

□時間　午後１時３０分～

□場所　文化むら大ホール棟大

ホール（朝日５の２４の１）

□内容

・町内３中学校代表生徒による人

権作文の発表

・町内小中学校児童生徒人権啓発作品展示（展示コーナー）

・講演会

□講演テーマ　～命を支えるということ～“がんばら

ない”けど“あきらめない”

□講師　鎌田　實氏（諏訪中央病院名誉院長）

□定員　２００人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　生涯学習課へ直接または電話、ＦＡＸ

（６３・７９２８）、町ホームページ（http://www.town.oizumi.

　gunma.jp/）から申し込む。ＦＡＸで申し込む場合は、

名前、電話番号を明記する

□費用　無料

※当日は手話通訳を用意いたします。詳しくは、生涯

学習課（内線３０５）へ。

町町町町町町町町町町ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐるるるるるるるるるるみみみみみみみみみみ人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進大大大大大大大大大大町ぐるみ人権教育推進大会会会会会会会会会会会

鎌田　實氏

昨年の町内クリーン大作戦の様子

緑豊かな地域作り事業

ウンシュウミカンの苗木を配布します

　緑化推進事業の一環として、環境フェアーにおい

て緑の募金に協力していただいた人先着１００人に、

緑化苗木を配布します。

□期日　１１月６日掌

□時間　午前１１時３０分～午後１時（ただし、苗木

が終わりしだい終了）

□場所　町公民館（吉田２４６５）

□配布苗木　ウンシュウミカン１００本（１人につき

１本）

□対象　当日、募金をしていただいた人

※詳しくは、都市整備課（内線２０９）へ。

１０月１日付け　町職員人事異動

　町では、１０月１日付けで職員の人事異動を行いま

した。※（　）内は前職

【課員】

■総務部

□総務課　渡辺智久（教育部生涯学習課公民館）
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県
内
全
市
町
村
で
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
、個
人
住
民
税（
個

２９人
の
市
町
村
民
税
と
県
民
税
を

総
称
し
て
個
人
住
民
税
と
い
い

ま
す
）
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
を
実
施
を
徹
底
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　【
個
人
の
住
民
税
の
特
別
徴

収
と
は
】

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）

に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
（
引
き
去

り
）
し
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て

市
町
村
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。

【
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
給

与
支
払
者
（
事
業
主
）】

　
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４

の
規
定
に
よ
り
、
所
得
税
を
源

泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事
業

主
は
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
し
て
い
た
だ
く
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
事
業
主
に
つ
い

て
も
、
平
成
　
年
度
か
ら
、
特

２９

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
し

ま
す
。

【
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
給

与
所
得
者
（
従
業
員
）】

　
原
則
と
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト

や
パ
ー
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
す
る

必
要
が
あ
り
、
特
別
徴
収
す
る

か
ど
う
か
を
給
与
所
得
者
の
意

思
で
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
給
与
支
払
報
告
書

と
一
緒
に
「
普
通
徴
収
切
替
理

由
書
」
を
提
出
し
、
当
該
理
由

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
理
由
に

該
当
す
る
場
合
、
当
分
の
間
、

例
外
と
し
て
普
通
徴
収
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
、

給
与
支
払
報
告
書
と
い
っ
し
ょ

に「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
」を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
切

替
理
由
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は「
特
別
徴
収
」と
な
り
ま
す
。

□
普
通
徴
収
該
当
理
由

・
普
Ａ
…
総
受
給
者
数
が
２
人

以
下
の
事
業
者（
総
受
給
者
＝

「
受
給
者
総
人
数
」－

「
左
記

Ｂ
～
Ｆ
該
当
人
数
」）

・
普
Ｂ
…
ほ
か
の
事
業
所
で
特

別
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
人

・
普
Ｃ
…
給
与
が
少
な
く
税
額

が
引
け
な
い
人
（
年
間
の
給

与
支
給
額
が
　
万
円
以
下
ま

９３

た
は
　
万
５
千
円
以
下
。
た

９６

だ
し
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、

桐
生
市
は
　
万
５
千
円
、
そ

９６

の
ほ
か
の
市
町
村
は
　
万
円

９３

で
す
。
県
外
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
が
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
へ
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）

・
普
Ｄ
…
給
与
の
支
払
が
不
定

期
で
あ
る
人

・
普
Ｅ
…
事
業
専
従
者
（
給
与

支
払
者
が
個
人
事
業
主
の
場

合
の
み
対
象
）

・
普
Ｆ
…
退
職
者
（
休
職
者
を

含
む
）
お
よ
び
退
職
予
定
者

※
詳
し
く
は
、税
務
課
町
民
税
・

諸
税
係
へ
。

　
個
人
住
民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
実
施
に
つ
い
て

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
７

　
町
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

撤
廃
を
め
ざ
す
人
権
擁
護
条
例

（
案
）
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
公

表
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
un

m
a
.jp/

）、
お
よ
び
指
定
公
表
場

所
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□
公
表
資
料
　
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
を
め
ざ
す
人
権
擁
護

条
例
（
案
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

国
際
協
働
課
　
　
　
　
内
線
２
１
２
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【納期を守りましょう！】

　「町税」は、町民の皆さんが健康で豊かな暮らし

ができるように、福祉の充実、教育・子育て支援、

健康づくり、道路・公園などの環境整備など町が

行う住民サービスの財源となるものです。納期内

の納税にご理解とご協力をお願いします。

※詳しくは、収納課（内線１５４）へ。

納期限税目

１０月３１日捷

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１１月３０日昌

３期

５期

５期

５期

町民税・県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月２６日捷

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

平成２９年

１月３１日昇

４期

７期

７期

７期

町民税・県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２月２８日昇

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

税金など納期一覧表
平成２８年度下半期

□
意
見
提
出
方
法
　
指
定
様
式

ま
た
は
任
意
の
様
式
に
意
見

を
書
き
、
国
際
協
働
課
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
（
〒
　
０
５

３７０

９
５
　
日
の
出
　
の
１
）、Ｆ

５５

Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（jinken-d

a
njo@
tow

n.oizum
i.g
unm
a
.jp

）
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
す
る

□
資
料
の
公
表
場
所
　
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
１
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
、
町
公
民
館
、
町

公
民
館
南
別
館
、
図
書
館
、

文
化
む
ら
、
町
民
体
育
館
、

い
ず
み
の
杜
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
吉
田
・
寄
木
戸
・

北
小
泉
、
大
泉
保
育
福
祉
専

門
学
校
、
大
泉
高
等
学
校
、

西
邑
楽
高
等
学
校
、
ジ
ェ
ン

テ
ミ
ウ
ー
ダ
校
、日
伯
学
園
、

ス
ー
パ
ー
T
A
K
A
R
A

□
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

人
・
町
内
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

・
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
人

□
受
付
期
限
　
　
月
　
日
昌
　

１１

３０

午
後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は

　
月
　
日
昌
必
着
）

１１

３０

□
注
意
事
項

・
意
見
を
提
出
す
る
際
に
は
、

名
前
（
団
体
で
提
出
す
る
場

合
は
団
体
名
）、
住
所
、
電
話

番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い

・
指
定
様
式
は
、
資
料
の
公
表

場
所
で
入
手
可
能
で
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、「
大

泉
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」

に
従
い
、
適
切
に
取
り
扱
い

ま
す

※
詳
し
く
は
、国
際
協
働
課
へ
。

　ずっと住みたい町・大泉町のまちづくりについ

てお伝えします。ご都合の良い日にお気軽にご参

加ください。当日は手話通訳および託児を用意し

ます。託児については開催日の１０日前までにお申

し込みください。

※詳しくは、広報情報課（内線２１５）へ。

町政報告会を開催します！

場所時間日時

文化むら展示ホール

（朝日５－２４－１）
午後７時～１０月２６日昌

町公民館ホール

（吉田２４６５）
〃１１月２日昌

町公民館ホール〃１１月９日昌
文化むら展示ホール午前１０時～１２月３日松
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□
納
税
義
務
者
　
軽
自
動
車
税
の

納
税
義
務
者
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
で
す
。
納
税

義
務
が
な
く
な
る
の
は
、
軽
自

動
車
な
ど
の
廃
車
や
滅
失
、
所

有
権
の
移
転
や
喪
失
な
ど
の
事

由
に
よ
る
場
合
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
納
税
義
務
は
な
く
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
ま
だ
運
行
で
き
る
状
態
で
あ
る

が
、
一
時
的
に
使
用
を
停
止
し

て
い
る

・
一
部
故
障
し
て
い
る
の
で
当
分

使
用
し
な
い
（
修
理
す
れ
ば
乗

れ
る
）

・
車
検
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
廃
車
申
告
を

し
て
い
な
い

　
な
お
、
事
故
に
よ
り
全
く
使
用

不
可
能
で
あ
る
場
合
、
盗
難
に

あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど

で
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
書

類
な
ど
の
提
出
に
よ
り
、
廃
車

も
し
く
は
課
税
を
保
留
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
の
事
由
が
発
生
し
た
と
き
は

お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

□
登
録
・
変
更
・
廃
車
の
申
告
　

軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
た
と

き
、
も
し
く
は
登
録
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、　

日
１５

以
内
に
登
録
・
変
更
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
車

や
売
却
に
よ
り
所
有
者
で
な
く

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
し
、

医
療
費
の
適
正
化
や
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
る
た
め
、
大
泉
町
国
民

健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）を
策
定
し

ま
し
た
。

※
本
計
画
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g
u

n
m
a
.jp

）
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
国
民
健

康
保
険
係
（
緯
　
・
２
６
３
２
）

５５

へ
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
な

ど
の
所
有
者
に
対
し
て
、
主
た
る

定
置
場
の
あ
る
市
町
村
に
お
い
て

課
さ
れ
る
税
で
す
。

　
主
た
る
定
置
場
と
は
、
そ
の
軽

自
動
車
な
ど
が
運
行
を
休
止
し
た

と
き
、
主
と
し
て
駐
車
す
る
場
所

を
い
い
ま
す
。

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあることから、

測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地点を２７地点

として測定を実施しています。今後も調査を継続し、結果

は随時広報おおいずみや町ホームページにてお知らせし

ます。町ホームページをご覧になれない人には環境課で

測定結果を配布していますので、ご利用ください。

【水道水の安全性】

　９月７日、２８日に町内２か所の浄配水場と、９月２６

日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射性物質

の検査を行った結果、それぞれ放射性物質は検出さ

れず、飲用に支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（９月３０日現在）】

□義援金総額　１,７８６万２,４３９円

東日本大震災関連情報

熊本地震関連情報
【被災者への支援（９月３０日現在）】

□義援金総額　３３２万６,５８０円

な
っ
た
と
き
に
は
、　

日
以
内

３０

に
廃
車
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
続
き
先
は
車
種

に
よ
っ
て
異
な
り
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
い
手
続
き
方

法
は
、
各
手
続
き
先
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い

【
手
続
き
先
】

■
税
務
課

□
原
動
機
付
自
転
車

・
排
気
量
　
　
以
下

５０
ＣＣ

・
排
気
量
　
　
以
下

９０
ＣＣ

・
排
気
量
１
２
５
　
以
下

ＣＣ

・
ミ
ニ
カ
ー

□
小
型
特
殊
自
動
車

・
農
耕
用

・
そ
の
ほ
か
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
）

■
関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

（
前
橋
市
上
泉
町
３
９
９
の

１
　
緯
０
５
０
・
５
５
４
０
・

２
０
２
１
）

□
二
輪
の
軽
自
動
車

　
排
気
量
１
２
５
　
超
２
５
０
　

ＣＣ

ＣＣ

以
下

□
二
輪
の
小
型
自
動
車

　
排
気
量
２
５
０
　
超
ＣＣ

■
軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務

所
（
前
橋
市
野
中
町
３
２
２
の

１
　
緯
０
５
０
・
３
８
１
６
・

３
１
０
９
）

□
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動
車

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
内
線
１

５
６
）
へ
。

軽

自

動

車

税

の

申

告

は

お

早

め

に

税
務
課

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策

定

し

ま

し

た

国
保
介
護
課
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９
月
　
日
、
県
が
大
泉
町
産
玄

２３

米
の
安
全
確
認
検
査
を
行
っ
た
結

果
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

□
採
取
日
　
９
月
　
日
　

１０

（土）

□
検
査
地
域
　
町
内
（
１
か
所
）

の
１
検
体

□
検
査
結
果
　
放
射
性
物
質
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

□
分
析
機
関
　（
一
財
）東
京
顕
微

鏡
院

※
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
内
線
１

３
６
）
へ
。

　
　
月
　
日
　
か
ら
　
日
　
は
秋

１０

１７

（月）

２３

（日）

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
行
政
相
談

委
員
が
皆
さ
ん
の
苦
情
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
、
相
談
者
へ
の
必

要
な
助
言
を
し
た
り
、
関
係
行
政

機
関
に
対
し
そ
の
苦
情
の
報
告
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
や
申
請
を
ど
こ
に
行
っ

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
制
度

や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
の
で
教

え
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご
相
談
を
大

泉
町
の
行
政
相
談
委
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
毎
月
第

２
火
曜
日
に
行
政
相
談
（
人
権
相

談
も
併
設
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
届
け
よ
う
　

地
域
の
問
題
　
行
政
に
」

□
　
月
特
設
相
談
日
　
　
月
　
日

１０

１０

１８

　（火）
□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
工
芸
室
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
行
政
相
談
委
員
　
岡
田
久
子
氏

※
詳
し
く
は
、
町
民
相
談
室
（
内

線
１
３
０
）
へ
。

　
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第

　
回
世
代
間
交
流
意
見
発
表
会
を

１２開
催
し
ま
す
。

　
世
代
や
性
別
、
国
な
ど
を
越
え

て
相
互
に
理
解
し
、
明
る
く
豊
か

な
家
庭
や
平
和
な
社
会
を
築
く
機

会
と
し
て
、
年
齢
や
国
の
異
な
る

人
た
ち
が
、
貴
重
な
体
験
や
意
見

を
発
表
し
ま
す
。

　
発
表
テ
ー
マ
は
発
表
者
が
各

自
、
発
表
内
容
に
合
っ
た
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
発
表
時

間
は
１
人
に
つ
き
、
５
分
か
ら
６

分
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
発
表
者
　
中
学
生（
南
中
学
校
・

北
中
学
校
・
西
中
学
校
各
校
代

表
）、高
校
生（
大
泉
高
等
学
校
、

西
邑
楽
高
等
学
校
各
校
代
表
）、

成
人
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協

会
・
清
水
喜
義
さ
ん
（
緯
　
・
４

４５

６
６
０
）
へ
。

情報情報くらしの Information

□納期限　１０月３１日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　３期

・国民健康保険税　　　　　　　４期

・介護保険料　　　　　　　　　４期

・後期高齢者医療保険料　　　　４期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額

を超えると延滞金がかかる場合があります

ので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　１０月１２日、１９日、２６日、

　および１１月２日、９日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１０月１５日、２２日、２９日および

１１月５日、１２日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあ

りますので、事前にご確認ください。

今月の納期

前月対比９月末日現在の数

－１１８４１,４６２　人
人 口

(－８４)(７,０１５　人)

－９７２１,６８６　人
男

(－６８)(３,８０９　人)

－２１１９,７７６　人
女

(－１６)(３,２０６　人)

－１１９１８,７８５世帯
世帯数

(－８０）(３,５５３世帯)

出  生　３７人　　死  亡　２９人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２８年累計９月分

９（７）件１（１）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

５,２４９,０００円
（調査中のものは除く）

調査中△損 害 額

１,１２７件１０９件△救 急 出 動

１３５件１４件 煙交 通 事 故

７５５件７６件 煙急 病

２３７件１９件 煙そ の 他
・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

秋
の
行
政
相
談
週
間

町
民
相
談
室

米
の
放
射
性
物
質
を
検
査
し

安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

農
政
課

第
　
回
大
泉
町
世
代
間

１２
交

流

意

見

発

表

会

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

清
水
喜
義
さ
ん
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■
北
保
育
園

　
親
子
で
、
保
育
園
の
お
い
し
い

給
食
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
は
、
野
焼
き
パ
ン
体
験
も

行
い
ま
す
。
広
い
保
育
園
で
遊
ん

で
、
お
腹
が
減
っ
た
ら
お
い
し
い

給
食
と
パ
ン
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２２

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
０
時

１０

　
分
（
予
定
）

３０
□
場
所
　
北
保
育
園
（
上
小
泉
１

０
１
４
の
１
）

□
内
容
　
リ
ズ
ム
、野
焼
き
パ
ン
、

給
食

□
対
象
　
町
内
在
住
の
親
子
（
１

歳
～
就
学
児
前
ま
で
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

４０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
保
育
園
に
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
１
人
１
食
２
５
０
円
　

野
焼
き
パ
ン
親
子
で
１
個
　
円
５０

■
西
保
育
園

　
西
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
た
り
し
ま
せ
ん

か
。
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
待
っ

て
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２５

（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
０
時

１０

　
分
（
予
定
）

３０
□
場
所
　
西
保
育
園
（
古
氷
４
４

７
）

□
内
容
　
リ
ズ
ム
、園
庭
あ
そ
び
、

給
食

□
対
象
　
町
内
在
住
の
親
子
（
１

歳
～
就
学
児
前
ま
で
）
お
よ
び

保
育
園
近
隣
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
を
超
え
た

３０

場
合
は
初
回
の
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
保
育
園
に
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
１
人
１
食
２
５
０
円

※
詳
し
く
は
、
各
保
育
園
へ
。

・
北
保
育
園
（
緯
　
・
２
４
９
８
）

６２

・
西
保
育
園
（
緯
　
・
６
０
２
０
）

６２

　
町
内
外
の
菊
花
愛
好
者
が
丹
精

込
め
て
慈
し
み
育
て
た
数
々
の
名

花
が
今
年
も
花
開
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
月
９

１０

２７

（木）

１１

日
　（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
販
売

・
小
菊
、
草
花
…
大
会
期
間
中

・
だ
る
ま
、
福
助
、
切
花
…
　
月
１１

３
日
　
　
午
後
以
降

（木）

※
詳
し
く
は
、
町
菊
花
会
・
井
達

立
司
さ
ん（
緯
　
・
０
２
１
５
）へ
。

６３

　
対
象
に
記
載
の
な
い
行
事
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
北
児
童
館

【
さ
つ
ま
い
も
掘
り
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１９

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
内
容
　
５
月
に
植
え
た
さ
つ
ま

い
も
を
掘
り
ま
す

【
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
】

　「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」と

言
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お

う
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（月）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
内
容
　
仮
装
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
仮
装
の

衣
装
は
、
児
童
館
で
も
用
意
し

て
い
ま
す

□
対
象
　
１
歳
半
以
上
～
小
学
生

ま
で
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
直
接
、
北
児
童
館

で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
　
月
　
日
　

１０

１７

（月）

■
西
児
童
館

【
わ
い
！
　
わ
い
！
　
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
】

　
ゲ
ー
ム
や
子
ど
も
た
ち
の
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
お
祭
り

で
す
。み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね
。

□
期
日
　
　
月
５
日
　

１１

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

（
午
前
９
時
　
分
～
チ
ケ
ッ
ト

３０

２
０
０
枚
を
配
布
し
ま
す
）

□
内
容
　
風
ぐ
る
ま
競
争
・
ス
ト

ラ
イ
ク
イ
ン
・
輪
投
げ
・
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
南
児
童
館

【
南
っ
子
ま
つ
り
】

　
今
年
　
周
年
を
迎
え
る
南
児
童

３０

館
で
は
、「
南
っ
子
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
ゲ
ー
ム
券
が

必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
受
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
５
日
　

１１

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
（
午
後
１
時
よ
り
受
付
開

３０始
）

□
内
容
　
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
・
プ
ラ
バ
ン
な

ど
■
東
児
童
館

【
お
楽
し
み
会
】

　
歌
や
ダ
ン
ス
を
観
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し

ま
す
。

□
期
日
　
　
月
５
日
　

１１

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　
学
童
の
子
ど
も
た
ち
の

出
し
物
（
サ
ッ
カ
ー
、
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
、
射
的
、
輪
投
げ
、
も

ぐ
ら
た
た
き
な
ど
）、大
泉
保
育

福
祉
専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ

・
北
児
童
館
（
緯
　
・
３
８
２
０
）

６３

・
西
児
童
館
（
緯
　
・
４
６
８
９
）

６２

・
南
児
童
館
（
緯
　
・
１
７
２
１
）

６３

・
東
児
童
館
（
緯
　
・
０
１
３
３
）

６２

　
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）
は
時
間
額
７
３
７
円
か
ら
７

５
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
臨
時
ま
た
は
１
月
を
超
え

る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業

場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、特
定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

県
最
低
賃
金
よ
り
時
間
額
が
高
い

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定

給

食

レ

ス

ト

ラ

ン

各
保
育
園

児
童
館
に
集
ま
れ
！

各
児
童
館

県

の

最

低

賃

金

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

第
　

回
町
菊
花
大
会

４７町
菊
花
会
・
井
達
立
司
さ
ん
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め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://g

unm
a
-roud

o

ukyoku-jsite.m
hlw
.g
o.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
緯
０
２
７
・

８
９
６
・
４
７
３
７
）
へ
。

　
富
士
重
工
業
　
群
馬
製
作
所
で

（株）

は
、
今
年
も
ス
バ
ル
感
謝
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
６
日
　

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

（
雨
天
決
行
）

□
場
所
　
富
士
重
工
業
㈱
群
馬
製

作
所
矢
島
工
場
敷
地
内
（
太
田

市
庄
屋
町
１
の
１
）

□
内
容
　
工
場
見
学
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
模
擬
店
、
抽
選
会
　

な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
富
士
重
工
業
㈱
群

馬
製
作
所
（
緯
　
・
２
０
５
３
）

２６

へ
。

　
邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会
で

は
、
文
化
の
日
に
「
第
９
回
邑
の

映
画
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
映
画
監
督
の
小
栗
康

平
氏
に
よ
る
講
演
会
「
映
画
は
祈

り
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（木）

□
時
間
　
午
後
０
時
　
分
開
演

２０

（
午
前
　
時
　
分
開
場
）、
午
後

１１

３０

４
時
　
分
終
演
予
定

３０

□
場
所
　
邑
楽
町
立
中
野
小
学
校

体
育
館
（
邑
楽
町
中
野
３
０
２

１
）

□
上
映
作
品

・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
…

「
ホ
ー
ム
・
マ
イ
ホ
ー
ム
」、「
く

つ
や
と
こ
び
と
」、「
雌
牛
」、

「
ト
ゥ
・
リ
ア
ン
」、「
ド
タ
バ
タ

撮
影
所
」

・
劇
映
画
…
「
道
」

□
費
用
　
大
人
１
０
０
０
円
（
当

日
１
２
０
０
円
）、
子
ど
も
（
高

校
生
以
下
）
３
０
０
円
、
乳
幼

児
は
無
料

※
詳
し
く
は
、
邑
の
映
画
会
実
行

委
員
会
会
長
・
加
藤
一
枝
さ
ん（
緯

　
・
０
０
１
０
）
へ
。

８９　
県
で
は
、
不
正
軽
油
の
情
報
窓

口
と
し
て
、
不
正
軽
油
１
１
０
番

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重

油
を
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
混
ぜ
た

り
し
て
、
軽
油
と
し
て
販
売
・
使

用
さ
れ
る
燃
料
の
こ
と
で
す
。
悪

質
な
脱
税
行
為
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
製
造
や
使
用
に
よ
っ
て
土
壌

や
大
気
を
汚
染
す
る
な
ど
重
大
な

犯
罪
で
す
。

　「
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
に
灯
油

や
重
油
を
給
油
し
て
い
る
人
が
い

る
」「
安
い
燃
料
を
買
っ
た
ら
エ
ン

ジ
ン
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
」「
安

い
軽
油
の
売
り
込
み
が
あ
っ
た
」

な
ど
、
不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・

使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
前
橋
行
政
県
税
事

務
所
（
緯
０
２
７
・
２
３
１
・
２

８
０
１
）
へ
。

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
引
き
揚
げ
て
き
た
人
々
が
、
当

時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

な
く
て
税
関
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
は
昭
和
　
年
か
ら
実
施
さ

２９

れ
て
い
る
も
の
で
、
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。返
還
す
る
通
貨
・

証
券
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
人
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通

貨
・
証
券
な
ど

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な

ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
で
も
電
話
・
郵
便

な
ど
で
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
預
け

た
か
不
明
な
場
合
で
も
調
査
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
京
税
関
前
橋
出

張
所
（
緯
０
２
７
・
２
２
１
・
５

２
８
４
）
へ
。

□
募
集
職
種
　
保
育
士

□
募
集
人
数
　
若
干
人

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

し
、
保
育
士
資
格
を
持
つ
、
昭

和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

６２
れ
た
人

□
試
験
日
　
　
月
中
旬
予
定

１１

□
試
験
内
容
　
作
文
、
面
接

□
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
当
院
人

事
秘
書
課
で
配
布
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ta
teb
a

ya
shikoseib

yoin.jp
/

）
か
ら
印

刷
し
た
も
の
）、
返
信
用
封
筒

（
縦
長
の
定
型
封
筒
に
宛
先
を

記
入
し
、　

円
切
手
を
貼
っ
た

８２

も
の
）、
保
育
士
免
許
の
写
し

□
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
人

事
秘
書
課
に
直
接
ま
た
は
郵
送

（
〒
　
８
５
３
３
　
館
林
市
成

３７４

島
町
２
６
２
の
１
）へ
提
出
す
る

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　
必
着

１０

２６

（水）

※
今
回
提
出
い
た
だ
い
た
書
類
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
人
事
秘
書
課
人
事

厚
生
係（
緯
　
・
３
１
４
０
）へ
。　

７２

情報情報くらしの Information

不
正
軽
油
の
情
報
を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

税
関
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
の
返
還

東
京
税
関
前
橋
出
張
所

２
０
１
６
ス
バ
ル
感
謝
祭

富
士
重
工
業
　
群
馬
製
作
所

（株）

第
９
回
邑
の
映
画
会

邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会

加
藤
一
枝
さ
ん

平
成
　
年
度
職
員
募
集

２９

館
林
厚
生
病
院
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【
オ
ト
ナ
の
女
子
講
座（
更
年
期
障

害
予
防
講
座
）】

　
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
更
年
期
に

心
身
の
不
調
が
あ
る
人
を
対
象
に

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１１

（金）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　「
～
肩
こ
り
・
む
く
み

よ
、
さ
よ
う
な
ら
～
　
血
液
循

環
促
進
体
操
（
冷
え
予
防
体

操
）」

□
講
師
　
今
関
節
子
氏
（
高
崎
健

康
福
祉
大
学
特
任
教
授
）　

□
対
象
　
心
身
に
不
調
を
感
じ
る

　
～
　
代
の
女
性

４０

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
４
日
　

１１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
体
操
が
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

□
費
用
　
無
料

　
な
お
、
次
回
の
オ
ト
ナ
の
女
子

講
座
は
、　

月
　
日
　
に
「
～
た

１２

１６

（金）

め
息
も
尿
も
漏
ら
さ
な
い
～
骨
盤

底
筋
体
操
（
尿
失
禁
予
防
体
操
）」

の
予
定
で
す
。

【
脱
メ
タ
ボ
栄
養
・
運
動
教
室
】

　
町
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
教
室
を
行
い
ま
す
。
健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
教
室

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１４

（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
内
容
　
栄
養
講
話
・
調
理
実
習

「
減
塩
で
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
」・

試
食

□
講
師
　
町
管
理
栄
養
士

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
４
日
　

１１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

□
費
用
　
２
０
０
円（
教
室
当
日
、

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

■
運
動
教
室

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２４

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ

ガ
（
運
動
が
苦
手
な
人
に
も
お

勧
め
な
癒
し
の
ヨ
ガ
で
す
）

□
講
師
　
武
田
し
げ
み
氏

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１８

（金）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
と
上
履
き
・
飲
み
物
・
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
（
貸
出
あ
り
）

□
費
用
　
１
０
０
円（
教
室
当
日
、

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.oizum

i.g

unm
a
.jp

）
か
ら
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
虹
の
ゆ
め
工
房
と
と
も
に
、

住
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
「
花
と
心
を
育
て
る
園
芸
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
園

芸
教
室
の
一
環
と
し
て
、
育
て
た

花
苗
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

【
花
と
心
を
育
て
る
園
芸
教
室
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１２

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後

１１

３０

０
時
　
分
３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
棟

入
り
口
付
近
（
朝
日
５
の
　
の
２４

１
　
公
民
館
ま
つ
り
会
場
）

□
内
容
　
花
の
鉢
植
え
教
室

□
対
象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

５０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
も
し

く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
虹
の
ゆ
め
工

房
・
細
田
さ
ん
へ
電
話
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）
か

ら
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２０

（木）

１１

月
４
日
　
（
生
涯
学
習
課
に
つ

（金）

い
て
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分
ま
で
）

１５

□
持
参
す
る
物
　
軍
手
、
ハ
ン
ド

シ
ャ
ベ
ル
（
移
植
ご
て
）

□
費
用
　
２
０
０
円（
保
険
料
な

ど
、
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
）

【
花
苗
の
配
布
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１２

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
（
予
定
配

１１

布
数
終
了
ま
で
）

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
入
り
口
（
公
民
館
ま
つ
り
会

場
）（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
８
月
の
園
芸
教
室
で
種

ま
き
と
鉢
上
げ
を
し
た
パ
ン

ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
苗
の
無
料

配
布

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
配
布
数
　
２
０
０
ポ
ッ
ト
（
先

着
順
で
ひ
と
り
１
ポ
ッ
ト
）

※
 詳
し
く
は
、生
涯
学
習
課（
内
線

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
お
も
し
ろ
創
造
塾
「
野

菜
・
葉
っ
ぱ
ス
タ
ン
プ
で
カ

レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
掌

１１

２０

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
１
階
実

習
室
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
野
菜
や
植
物
の
葉

な
ど
身
近
な
も
の
を
使
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
模
様
を
ス

タ
ン
プ
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
り
ま
す

□
対
象
　
小
・
中
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課

へ
直
接
、
参
加
費
を
添
え

て
申
し
込
む

□
申
込
開
始
　
　
月
　

日

１０

２０

昭
～
　
月
　
日
晶
（
土
・

１１

１１

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

□
参
加
費
　
１
０
０
円
（
保

険
料
な
ど
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
０
６
）
へ
。

健
康
づ
く
り
課
か
ら

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
課

野
菜
・
葉
っ
ぱ

　
ス
タ
ン
プ
で

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　
を
つ
く
ろ
う

青

少

年

健

全

育

成

事

業

花
と
心
を
育
て
る
園
芸
教
室

生
涯
学
習
課
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３
０
６
）ま
た
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
虹

の
ゆ
め
工
房
・
細
田
崇
さ
ん（
緯
０

９
０
・
１
７
０
１
・
７
６
９
５
）へ
。

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
火
災

予
防
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１３

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
大
泉
消
防
署
（
寄
木
戸

６
１
４
の
１
）

□
内
容
　
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
・
ミ

ニ
消
防
車
搭
乗
体
験
・
煙
体
験
・

大
抽
選
会
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
の
親
子

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
泉
消
防
署
総

務
予
防
係（
緯
　
・
３
１
１
９
）へ
。

６２

　
町
で
は
、
行
政
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
男
女
共

同
参
画
推
進
団
体
「
サ
ー
ク
ル
　

エ
ガ
リ
テ
」
と
共
催
で
「
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
の

は
、供
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
力
僑

供
社
会
を
つ
く
り
、動
か
し
て
い
く

力
僑
と
し
て
の
「
社
会
力
」
で
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
薄
く
な
る
中
、
子
育
て

の
孤
立
化
に
よ
り
、
育
児
不
安
を

抱
え
て
い
る
家
庭
も
増
え
て
い
る

と
言
わ
れ
る
現
在
…
。
多
く
の
人

た
ち
が
子
ど
も
と
関
わ
り
、
子
育

て
を
緩
や
か
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１２

１０

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
テ
ー
マ
　「
子
ど
も
の
社
会
力

を
養
う
～
地
域
全
体
で
社
会
力

を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
は
～
」

□
講
師
　
今
関
節
子
氏
（
高
崎
健

康
福
祉
大
学
特
任
教
授
）

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp
/

）
か
ら
申
し
込

む
。
な
お
、
生
後
６
か
月
児
か

ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

託
児
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
参
加
申
し
込
み
の
際
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
当
日
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内

線
２
１
３
）
へ
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
歴

史
文
学
散
歩
を
開
催
し
ま

す
。歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
、

文
学
に
興
味
の
あ
る
人
、
文

学
作
家
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
　
月
４
日
晶

１１

□
集
合
出
発
時
間
　
午
前
８

時
□
集
合
場
所
　
図
書
館
正
面

玄
関
前
（
中
央
３
の
　
の
１１

　
）
２１

□
行
先

・
三
国
路
与
謝
野
晶
子
紀
行

文
学
館
（
み
な
か
み
町

猿
ヶ
京
温
泉
１
１
７
５
の

１
）

・
ハ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ア
ー
ク
（
渋
川
市
金
井
２

８
５
５
の
１
）

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

２０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２５

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
図
書
館
に
直

接
、
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
む

□
申
込
開
始
　
　
月
　
日
晶

１０

２１

午
前
９
時
か
ら

□
費
用
　
３
０
０
０
円
（
施

設
見
学
料
、
保
険
料
、
昼

食
代
な
ど
）

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯

　
・
６
３
９
９
）
へ
。

６３

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　町では、誰にでもできる簡単な動き

で、シニア世代の筋力アップをめざす

「シニアのための健康体操教室」を開催

します。

　「つまずきやすくなった」「手すりを

使うようになった」「おっくうで外出し

なくなった」「外出時杖が手放せなく

なった」「足腰を丈夫にしたい人」など、

ぜひご参加ください。

　初回と１１回目に理学療法士などに

よる体力測定を実施します。

□期日　１２月７日、１４日、２１日、

　平成２９年１月１１日、１８日、２５日、

２月１日、８日、１５日、２２日、３月

１日、８日（全１２回・毎回水曜日）

□時間　午前９時３０分～１１時３０分

□場所　保健福祉総合センター（吉田

２４６５）

□内容　椅子に腰掛けて行う簡単な体

操、体力測定など

□講師　理学療法士、スポーツインス

トラクター

□対象　町内在住の６５歳以上の人で、

介護（支援）認定を受けていない人、

平成２７、２８年度中の健康体操教室に

参加していない人

□定員　２０人（定員になりしだい締め

切り）

□申込方法　　国保介護課へ直接また

は電話、町ホームページ（http://www.

　town.oizumi.gunma.jp/）から申し込む

□持参する物　運動のできる上履き、

タオル、飲み物

□費用　無料

※詳しくは、国保介護課介護保険係（緯

５５・２６３２）へ。

シニアのための

健康体操教室

歴
史
文
学
散
歩

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー

国
際
協
働
課

第
　
回
親
子
消
防
体
験
教
室

１２

大
泉
消
防
署昨年の様子
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【
勉
強
机
収
納
術
～
勉
強
し
た
く

な
る
環
境
の
作
り
方
～
】

　
中
学
校
家
庭
教
育
学
級
「
勉
強

机
収
納
術
　
～
勉
強
し
た
く
な
る

環
境
の
作
り
方
～
　
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１９

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

０
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番

身
近
な
「
勉
強
机
」
の
整
理
・

収
納
術
を
学
ぶ
。
環
境
が
整
う

事
で
子
ど
も
の
「
や
る
気
」
を

引
き
出
す
コ
ツ
を
学
ぶ

□
講
師
　
尾
高
理
恵
子
氏
（
整
理

収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
対
象
　
中
学
生
の
子
を
持
つ
親

お
よ
び
関
心
の
あ
る
人
（
親
子

参
加
も
歓
迎
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

【
大

人

の

た

め

の

サ

イ

エ

ン

ス
　
～
わ
か
る
！
　
使
え
る
！
　

気
象
の
講
座
～
　
】

　
成
人
教
養
講
座
「
大
人
の
た
め

の
サ
イ
エ
ン
ス
　
～
わ
か
る
！
　

使
え
る
！
　
気
象
の
講
座
～
　
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
・
内
容

・
　

月
　
日
　
…
こ
れ
で
納

１１

２２

（火）

得
！
　
天
気
の
基
本

・
　
月
　
日
　
…
世
界
の
空
は
つ

１１

２９

（火）

な
が
っ
て
い
る
（
異
常
気
象
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
）

□
時
間
  午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
講
師
　
田
代
大
輔
氏
（
気
象
予

報
士
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

【
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
で
、
め
ざ

せ
！
　
お
金
マ
ス
タ
ー
！
　
】

　
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
「
お
こ

づ
か
い
ゲ
ー
ム
で
、
め
ざ
せ
！
　

お
金
マ
ス
タ
ー
！
　
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２３

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室

（
吉
田
２
４
６
５
）　

□
内
容
　
お
こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
や

お
こ
づ
か
い
帳
の
つ
け
方
を
交

え
、
正
し
い
お
金
の
使
い
方
や

お
金
の
価
値
な
ど
に
つ
い
て
親

子
で
楽
し
く
学
ぶ

□
講
師
　
小
澤
伸
雄
氏
（
県
金
融

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

□
定
員
　
親
子
　
組
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）、E

メ
ー
ル
（g

a
kyujim

ushitsu@
to

w
n.oizum

i.g
unm
a
.jp

）
で
申
し

込
む
。
な
お
、
E
メ
ー
ル
で
申

し
込
む
場
合
、
各
講
座
の
タ
イ

ト
ル
を
記
載
し
、本
文
に
氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
を
入
力
す
る
。

勉
強
机
収
納
術
講
座
・
お
こ
づ

か
い
ゲ
ー
ム
に
親
子
で
参
加
を

す
る
人
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
、

学
年
合
わ
せ
て
記
入
す
る
。
お

こ
づ
か
い
ゲ
ー
ム
で
は
託
児
の

有
無
も
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
　
午

１１

１１

（金）

後
５
時
ま
で

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
で
は
、「
ぐ

ん
ま
天
文
台
秋
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２２

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
　
時

１０

１０

□
場
所
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

（
高
山
村
中
山
６
８
６
０
の
　
）
８６

□
内
容
　
天
文
関
連
メ
ー
カ
ー
や

販
売
店
に
よ
る
展
示
即
売
や
コ

ン
サ
ー
ト
、
手
作
り
望
遠
鏡
教

室
、
天
体
双
眼
鏡
製
作
教
室
、

星
空
の
解
説
な
ど

□
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
（
天
体
双
眼
鏡

教
室
は
電
話
で
申
し
込
む
）

□
入
館
料
　
一
般
３
０
０
円
、
大

学
・
高
校
生
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は
無

料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
歩
行
が

困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車
場
と

会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
緯

０
２
７
９
・
　
・
５
３
０
０
）
へ
。

７０

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
９
日
　

１１

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
後
藤
幸
彦
氏
（
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
に

電
話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
健
康
づ
く
り
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

資
格
者
に
よ
る
木
造
住
宅
耐
震
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
６
日
　

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
内
住
宅
耐
震

各
種
生
涯
学
習
講
座
の

お

知

ら

せ

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

建
築
課

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

健
康
づ
く
り
課

ぐ
ん
ま
天
文
台
秋
ま
つ
り

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
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相
談
コ
ー
ナ
ー
（
吉
田
２
４
６

５
）

□
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
在
来
軸
組
構
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
、
町
内
の
木
造
住
宅

の
所
有
者

□
定
員
　
３
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
建
築
課
へ
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（月）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
建
築
課
（
内
線
２

０
６
）
へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

□
期
日
　
　
月
９
日
　

１１

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
（
受

１０

付
）

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
）

□
相
談
科
目
  整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

　
県
行
政
書
士
会
館
林
支
部
で

は
、
今
年
も
広
報
月
間
に
合
わ
せ

て
「
行
政
書
士
無
料
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２９

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
城
沼
公
民
館
（
館
林
市

松
原
１
の
　
の
　
）

２２

２２

□
内
容
　
県
行
政
書
士
会
館
林
支

部
会
員
に
よ
る
行
政
書
士
業
務

に
関
す
る
相
談
（
相
続
・
遺
言
、

成
年
後
見
、
土
地
・
建
物
、
権

利
義
務
・
事
実
証
明
、
各
種
営

業
許
可
な
ど
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
行
政
書
士
会
館

林
支
部
支
部
長
・
田
沼
昇
一
さ
ん

（
緯
　
・
３
４
３
９
）、
ま
た
は
川

２０

島
三
千
代
さ
ん
（
緯
　
・
２
１
０

８０

０
）
へ
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、　

月
　
日

１１

１４

　
～
　
日
　
ま
で
の
一
週
間
を

（月）

２０

（日）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間
」と
し
て
、夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
対
応
は
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
あ
た

り
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

□
受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
７
時

・
土
・
日
曜
日
…
午
前
　
時
～
午

１０

後
５
時

□
専
用
電
話
番
号
　
緯
０
５
７

０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
緯
０
２
７
・
２
２

１
・
４
４
６
６
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
３
万
円
　
　
　
　
　
横
倉
浩
幸

巡

回

相

談

福
祉
課

行
政
書
士
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
館
林
支
部

支
部
長
・
田
沼
昇
一
さ
ん

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強

化

週

間

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

定例相談
町民相談

月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１０月２０日昭・２７日昭

１１月１０日昭・１７日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
１１月８日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室（日の出５５の１）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

消費生活相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

日時

消費生活センター（役場内）場所
消費生活相談員担当
消費生活に関するトラブルなど内容

※詳しくは、消費生活センター（緯６３・３５１１）へ。

費用無料。秘密は厳守します。
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癌
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眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

知っているようで知らない国

民年金。ここでは、国民年金

についての情報をお知らせし

ていきます。

※詳しくは、住民課（内線

１２４）、または太田年金事務所

（緯４９・３７１６）へ。

第１９回　遺族が受けられる年金

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　
国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
期
間
を
満
た
し
た
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は

「
子
」
が
受
け
ら
れ
る
年
金
で

す
。
　
受
け
ら
れ
る
の
は
、
子
が
　１８

歳
に
な
っ
た
あ
と
の
最
初
の
３

か
月
ま
で
で
す
。

【
寡
婦
年
金
】

　
保
険
料
の
納
付
済
期
間
と

免
除
期
間
が
合
わ
せ
て
　
年
２５

以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
婚
姻
期
間
が
　
年
以
上

１０

あ
り
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
「
妻
」
が
受
け
ら

れ
る
年
金
で
す
。

　
受
け
ら
れ
る
の
は
、
妻
が
　６０

歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
間

６５

で
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

　
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が

　
月
以
上
あ
る
人
が
老
齢
基

３６礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
け
る
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
一
に

し
て
い
た
遺
族
が
受
け
ら
れ
る

一
時
金
で
す
。

　
受
け
ら
れ
る
の
は
、「
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
」
の
中
で
優
先
順

位
が
高
い
人
で
す
。

　
な
お
、
寡
婦
年
金
と
死
亡

一
時
金
は
ど
ち
ら
か
一
方
し

か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
コ
ダ
ッ
ク
☆

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

大
縄
朋
視
さ
ん
（
　
区
）

２９

みんなのみんなの
イラストイラスト

９月３日、館林市の「子ども食堂」に行って

きました。

□村山町長のコメント　「ボランティア団体

が子育て支援として始めた子ども食堂。この

日のメニューは、カレーとサラダ、果物でし

た。子どもを地域で見守り、育てるというボ

ランティアの方々の熱い気持ちが伝わってき

ました。」

秋
空
や
す
べ
る
が
ご
と
き
グ
ラ
イ
ダ
ー

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

彼
岸
入
慌
て
て
開
く
彼
岸
花

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

敗
戦
と
云
わ
ず
終
戦
草
茂
る

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

や
わ
ら
か
に
タ
オ
ル
乾
き
て
涼
新
た

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

す
く
い
来
し
金
魚
太
り
て
餌
ね
だ
る

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

一
杯
の
ビ
ー
ル
が
会
話
弾
ま
せ
り

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

葉
鶏
頭
力
の
限
り
紅
深
め

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

秋
風
や
一
息
入
れ
る
辻
地
蔵

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句
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▼

Ｐ
・
Ｎ
　
マ
リ
ー

　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
マ
チ
イ
ロ
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
マ
チ
イ
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://m
a
chiiro.tow

n/lp/g
u

nm
a
_oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！「マチイロ」

ＱＲコード

玄
関
に
そ
っ
と
置
か
れ
て
二
十
年

マ
リ
モ
は
少
し
緑
帯
び
き
ぬ

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
が
如
く
朝
顔
は

小
さ
き
花
に
今
日
も
咲
き
を
り

村
田
厚
子
（
２
区
）

鶏
頭
は
 鶏
冠
 の
赤
が
良
く
似
合
ふ

と
さ
か

オ
レ
ン
ジ
の
蝶
も
つ
れ
つ
つ
過
ぐ

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

雨
止
み
て
も
蝉
の
声
せ
ず
虫
た
ち
が

秋
の
来
た
る
を
知
ら
せ
鳴
き
を
り

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

仲
の
良
い
夫
婦
を
見
れ
ば
何
故
か
さ
み
し

思
い
打
ち
消
し
畑
に
精
出
す

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

預
か
り
て
外
食
終
え
し
末
孫
は

バ
ァ
ち
ゃ
ん
引
っ
張
り
ス
キ
ッ
プ
を
す
る

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

ガ
ラ
ス
戸
よ
り
太
陽
の
日
射
し
入
り
込
み

秋
を
感
じ
る
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
上

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

－

い
ず
み
俳
壇

－

湯
け
む
り
や
徐
々
に
ふ
え
ゆ
く
秋
の
星

林
　
宣
子
（
１
区
）

空
ま
さ
を
風
の
も
み
あ
ふ
稲
田
か
な

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

 昔
日
 の
七
輪
煙
る
秋
刀
魚
か
な

せ
き
じ
つ

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

温
め
酒
本
音
建
前
使
い
分
け

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

鶏
頭
花
母
の
命
日
赤
く
燃
ゆ

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

ふ
た
り
し
て
眼
鏡
を
探
す
夜
半
の
秋

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

夕
焼
け
に
染
ま
り
暮
れ
行
く
千
枚
田

安
田
　
功
（
　
区
）

２４

そ
ち
こ
ち
に
荒
き
爪
あ
と
秋
豪
雨

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

旅
に
ゐ
て
地
蔵
に
供
ふ
草
の
花

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に
あ
そ
ぶ
ち
ち
ろ
の
夜

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

コ
ス
モ
ス
を
描
い
て
迎
え
る
誕
生
日

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

老
い
て
な
お
夢
語
る
母
秋
の
虹

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

朝
風
に
さ
ざ
め
き
揺
る
る
稲
穂
か
な

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

行
く
秋
の
泣
く
虫
の
音
も
心
地
よ
く

秋
を
感
じ
る
今
日
此
の
頃
に

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－
初
年
兵
に
て
酒
保
に
求
め
し
饅
頭
の

旨
か
り
し
こ
と
い
ま
も
忘
れ
ず

入
谷
宗
二
（
　
区
））

２０

台
風
の
過
ぎ
て
荒
れ
た
る
庭
隅
に

山
法
師
の
実
の
敷
く
ご
と
く
落
つ

濱
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

デ
コ
ポ
ン
の
三
年
目
に
て
逞
し
く

家
畑
に
馴
染
み
五
十
ヶ
を
数
う

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

二
十
年
吾
が
家
族
な
る
み
ど
り
亀

「
も
も
ち
ゃ
ん
」今
日
も
食
欲
が
な
く

森
き
ん
（
　
区
）

１４

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
く
ろ
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広報クイズ

①平成２７年度○ （伺２ページ）
　佳予算 加精算 可決算

②職場体験学習○中学校 （伺６ページ）
　佳西 加北 可南

③第○回環境フェアー （伺８ページ）
　佳７ 加６ 可８

④北児童館イベント「○掘り」 （伺１４ページ）
　佳タケノコ 加ジャガイモ 可サツマイモ

⑤オトナの○講座 （伺１６ページ）
　佳男子 加団子 可女子

☆「運動会の思い出」を教えてください（お答えの

中から、広報おおいずみに掲載させていただきま

す）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　１０月２８日晶

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□９月号の正解

　①－絹、②－研、③－絹、④－研、⑤－硯
□応募総数　９４通で正解は９１通でした

□当選者（敬称略）

加藤久子（６区）中野みち子（１３区）髙林絹子（１４区）

木村美織里（１４区）藤橋勲（１５区）川田光子（１５区）

安藤秀樹（１５区）備前島文子（１７区）小野田美穂（１７区）

川上弥恵（１７区）服部卓夫（１８区）遠藤静香（１８区）

宇田淑江（１８区）安藤夢叶（２２区）荒井由美子（２３区）

川島政子（２３区）川島俊行（２３区）川島吉寿（２３区）

飯田小百合（２７区）小野寺英紀（２７区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！
私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
９
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
私
が
思
う
○
○
の
秋
と
い

え
ば
！
　
」
に
寄
せ
ら
れ
た
投

書
の
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
が
大
好
き
で
毎
年

パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
を
作
っ
た
り
、

昨
年
の
結
婚
式
で
は
テ
ー
マ
を

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ら
し
い
装
飾
を
し
ま
し
た
。

匿
名
希
望

　
も
ち
ろ
ん
食
欲
の
秋
！
　
常

に
食
欲
旺
盛
で
す
が
、
こ
の
時

期
は
言
葉
通
り
、
堂
々
と
食
べ

ら
れ
ま
す
！
　
そ
し
て
…
後
に

後
悔
で
す
…

匿
名
希
望

　
や
っ
ぱ
り「
食
欲
」の
秋
が
一
番

最
初
に
頭
に
浮
か
ん
で
し
ま
い
ま

す
ね
！
　
サ
ン
マ
、ク
リ
、さ
つ
ま
い

も
、
カ
ボ
チ
ャ
、
新
米
…
も
う
口
の

中
が
幸
せ
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
食
べ

過
ぎ
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て「
ダ
イ

エ
ッ
ト
」
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
！
　

食
べ
た
い
、
痩
せ
た
い
…
上
手
く
い

か
な
い
も
の
か
な
ぁ
～
？匿

名
希
望

　
車
で
の
帰
り
道
、
ふ
と
い
い

香
り
が
し
て
き
た
窓
を
全
開
に

し
て
走
っ
た
。
ど
こ
か
懐
か
し

い
香
り
、
あ
あ
金
木
犀
だ
。
ま

だ
ま
だ
続
く
良
い
香
り
。
心
洗

わ
れ
癒
や
し
と
な
っ
た
ひ
と
時

で
し
た
。
　
Ｐ
・
Ｎ
　
く
ろ
松

　
昨
年
友
達
と
京
都
に
行
き
、

真
っ
赤
な
も
み
じ
、
透
き
通
る

紅
葉
、
心
に
残
る
秋
で
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
あ
っ
ち
ゃ
ん

　
天
高
く
澄
み
渡
る
青
空
の
下

で
仲
間
と
プ
レ
ー
が
で
き
る
こ
の

季
節
が
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

匿
名
希
望

「
○
○
の
秋
と
い
え

ば
」
を
教
え
て
！

糸
や
っ
ぱ
り
！

糸
も
ち
ろ
ん
！

糸
癒
や
し

糸
ス
ポ
ー
ツ

糸
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

糸
紅
葉
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大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

弟思いで優しくて、とっても

明るくひょうきんな性格で

す。

好きなものは？

動物を見たり、公園で元気

いっぱい遊ぶこと。

歌と踊りも大好きです。

パパ・ママからひとこと

いつもみんなを楽しませて

くれるかわいい未来ちゃ

ん。今のまま、素直でのび

のび元気に育ってね！　未来

ちゃんの笑顔が大好きです！

 渡  辺  未  来 ちゃん
わた なべ み く

（１４区・２歳）

【
城
之
内
公
園
の
距
離
表
示
】

　
９
月
下
旬
、
城
之
内
公
園
を
散

歩
し
て
い
る
と
、
歩
道
に
数
字
が

書
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
…
と
不
思

議
に
思
い
な
が
ら
、
散
歩
を
続
け

て
い
く
と
次
々
に
出
て
く
る
数
字
。

そ
の
疑
問
は
、
ぐ
る
っ
と
１
周
歩
き

終
わ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
４
２

８
メ
ー
ト
ル
、
城
之
内
公
園
１
周

の
距
離
で
し
た
。
秋
の
味
覚
を
た

く
さ
ん
食
べ
た
あ
と
は
、ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ぜ
ひ
、
紅
葉
を
見
な
が
ら

城
之
内
公
園
を
散
歩
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

好きなこと

サッカー、バドミントンをすること。バドミント

ンは休日も練習をしています。

自分の性格

自分では人見知りだと思います。友だちからは、

いつも笑っていて明るいねと言われます。

 糸  田 　 拓  真 さん　（１１歳）
いと だ たく ま

将
来
の
夢
は
？

　
２
年
生
か
ら
続
け
て
い
る
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
大
好
き
で
、
大
泉
Ｊ
Ｂ
Ｃ

と
い
う
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
週
５
日
の
練
習
を
欠
か
さ
ず
、

今
よ
り
も
技
術
と
体
力
を
付
け
る
た

め
に
、
頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。今

度
出
場
す
る
全
国
大
会
で
は
、
１
回

戦
突
破
を
で
き
る
よ
う
に
、
試
合
ま
で

気
を
抜
か
ず
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
準
備
し
て
臨
み
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
て
い
き
、

今
後
は
関
東
大
会
や
全
国
大
会
で
も

通
用
す
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

北
小
学
校
の
６
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

　
休
み
時
間
は
友
だ
ち
と
サ
ッ

カ
ー
や
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
体
を

動
か
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
体
育
の
授
業
も
大
好
き
で
、

中
で
も
ボ
ー
ル
運
動
が
好
き
で
す

が
、
今
は
　
月
に
控
え
て
い
る
マ

１１

ラ
ソ
ン
大
会
が
楽
し
み
で
す
。
去

年
は
６
位
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は

３
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
で
す
。

目
指
す
は
関
東
大
会

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
　
１
回
戦
突
破
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聴導犬について
初めて知りました

聴導犬に触れ、知るスクールin大泉

９月１５日、町立北中学校で「聴導犬に触れ、知

るスクールin大泉」が開催されました。これは１

年生を対象に大泉ロータリークラブ主催で日本

聴導犬推進協会により行われたもので、聴導犬

普及のための活動として開催され、目覚まし時

計の音を知らせるデモンストレーションや中学

生２名による実演も行われました。

お月見会

みんなで食べるお団子は
おいしいね！

９月１４日、南児童館でお月見会が開催されまし

た。地域のおじいちゃん・おばあちゃんを招待し、

子どもたちによる歌の出し物や大泉保育福祉専

門学校の学生によるパネルシアターの出し物が

披露されたあと、子どもたちはおじいちゃん・おば

あちゃんといっしょにお団子を食べました。最後に

は、子どもたちから参加したおじいちゃん・おばあ

ちゃんたちへお花のプレゼントもありました。

(25) 広報おおいずみ　Ｈ28.10.10　Vol.844

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

伝統を引き継ぎ
土俵上で大あばれ！

間之原地蔵尊奉納相撲大会

「きっと毎日が楽しくなる！　心地いい家族のカタチ」

道路愛護運動「地域クリーン作戦」

道路は広く、きれいに
使いましょう！

９月２５日・１０月２日、町民総参加でご協力い

ただいている秋の道路愛護運動「地域クリーン

作戦」が行政区ごとに実施され、道路の清掃や

植樹帯などの除草・ごみ拾い、樹木の 剪 定が行
せん

われました。道路上には物を置かず、道路を広

く使えるようにしましょう。

９月１７日、町公民館で大泉町男女共同参画講演

「きっと毎日が楽しくなる！　心地いい家族のカタチ」

が開催されました。家事ジャーナリスト・楽家事ゼミ

主宰の山田亮さんを講師に迎え、男性の家事・育児

参加の先にある「本当に大切なこと」について、自身

の実体験をもとにお話していただきました。

男性の家事・育児参画について
関心を高めました

９月１７日、主要地方道足利千代田線近くの公園

で、間之原地蔵尊奉納相撲大会が行われました。

この奉納相撲は200年以上前から続く伝統行事

で、当日は北部地区の小学生18人が参加し、土

俵の上を所狭しと動き回り、熱戦を繰り広げて

いました。

秋の社日大祭

探湯神事は関東地方で
唯一の特殊神事

９月２５日、社日稲荷神社で秋の社日大祭が行わ

れました。神社が創建されてから絶えることな

く続けられている 探湯 神事は、神主さんが笹を
くがたち

持って釜中を探り全身に浴して信託を仰ぐ神事

です。神事が終わったあと、神事で使われた小

笹や麻が参拝者に配られました。
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ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
９
月
　
日
、
雨
が
心
配
さ
れ

２４

ま
し
た
が
、
町
立
小
学
校
４
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徒
競
走
や
ダ
ン
ス
、
綱
引
き
な

ど
の
競
技
を
行
い
、
各
ク
ラ
ス
と

も
優
勝
を
目
指
し
て
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
徒
競

走
で
１
等
賞
に
な
っ
た
こ
と
を
保

護
者
に
、
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
報
告

し
て
い
る
姿
が
可
愛
か
っ
た
で

す
。
競
技
の
中
で
も
一
際
大
き

な
応
援
が
送
ら
れ
た
の
は
リ

レ
ー
。
１
年
生
に
よ
る
初
め
て
の

リ
レ
ー
か
ら
６
年
生
の
小
学
校

生
活
最
後
と
な
る
リ
レ
ー
に
生

徒
だ
け
で
な
く
、
応
援
し
て
い

る
保
護
者
の
声
援
に
も
力
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
沙
）

産電子工業株式会社

№３７

▲自社製品一覧 ▲本社には大きな太陽光発電パネルを設置しています

「
私
た
ち
の
会
社
の
製
品
は
業

務
用
と
し
て
販
売
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
道
の
プ
ロ
の
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
り
、
使
用
場
所

に
合
っ
た
成
果
が
出
た
時
は
と

て
も
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
す

石
河
さ
ん
は
、
取
締
役
兼
環
境

事
業
部
長
と
し
て
会
社
全
体
の

運
営
や
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
質
の
良
い

製
品
を
作
り
、
自
社
製
品
で
お

▲取締役兼環境事業部長

 石  河  延  哉 さん
いし かわ のぶ や

客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
商
品
購
入
後

の
ア
フ
タ
ー
や
お
客
様
の
声
を

大
切
に
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
改

善
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
続
け

る
石
河
さ
ん
に
今
後
の
目
標
に

つ
い
て
伺
う
と
「
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
は
、
常
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
見
据
え
た
製
品
の
開
発
・
販

売
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後

は
環
境
問
題
に
も
よ
り
一
層
配

慮
し
、
私
た
ち
の
作
っ
て
い
る

製
品
で
社
会
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町城之内５－３４－１

会社の概要：１９８５年、大泉町に設立し、電気部

品組立てを開始しました。その後、自動制御盤

の設計や製造、リライトカードシステムの開発・

製造を経て、２００５年には本社第２社屋が完成し

し、２００７年から水関

連事業、２０１２年には

太陽光発電事業、

２０１５年には除菌・消

臭剤の製造・販売を

開始し、時代の感性

（時代を見据えた、変

化に合ったもの）を

形に幅広く活動して

います。

▲自社製品

除菌消臭剤「セイバーJIN」


